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緋谷町 

岩
木
山
は
津
軽
の
象
徴
で
あ
り
 

お
山
参
詣
は
津
軽
の
風
物
詩
で
あ
る
 

自
動
車
道
が
で
き
て
か
ら
は
 

神
秘
の
ベ
ー
ル
を
ぬ
い
で
素
顔
で
い
る
け
れ
ど
 

津
軽
の
人
々
の
信
仰
は
変
ら
な
い
 

旧
暦
の
八
月
一
日
 

お
山
の
尊
厳
は
頂
点
を
迎
え
る
 

こ
の
日
の
最
大
の
希
い
は
晴
天
で
あ
る
 

一
日
山
を
め
ざ
し
稔
り
豊
か
な
道
々
を
 

織
り
を
立
て
て
御
幣
を
な
び
か
せ
な
が
ら
 

サ
イ
ギ
サ
イ
ギ
と
老
若
男
女
が
集
ま
る
 

ご
来
光
を
拝
ん
で
感
謝
を
の
べ
 

そ
し
て
来
年
の
幸
を
祈
る
た
め
に
 

鱗
議
麟
 

松島町 

飽
和
状
態
に
あ
る
市
街
地
を

緩
和
し
、
郊
外
の
効
果
的
な
発

展
を
め
ざ
し
て
、
市
が
四
十
四

年
度
（
最
終
年
度
四
十
八
年
度
 

）
か
ら
五
カ
年
計
画
で
す
す
め

て
い
る
「
駅
東
部
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
」
 は
、
後
半
に
入

っ
て
幹
線
道
路
と
結
ぶ
末
端
の

区
画
街
路
造
り
に
着
手
し
、
大

詰
の
段
階
に
入
り
ま
し
た
。
 

通
称
「
駅
裏
開
発
」
と
呼
ば
 

だ
‘
【
日rd
 ＋
ー
 

れ
る
同
区
画
整
理
事
業
は
、
こ

れ
ま
で
の
「
用
地
買
収
方
式
」
 

に
代
わ
っ
て
、
公
共
施
設
の
影

響
を
受
け
る
一
定
地
域
内
の
土

地
の
権
利
者
全
員

が
少
し

ず

つ
土
地
を
出
し
合
っ
て
、
用
地

を
確
保
す
る
「
区
画
整
理

（
減

歩
）
方
式
」
が
採
ら
れ
て
い
ま

す
。
 「

駅
裏
開
発
」
 の
対
象
面
積

は
、
国
鉄
五
所
川
原
駅
東
部
に

拓
け
た
水

田
跡
地
、
 

お
よ
そ
四

十
紛
で
、
 

総
事
業
費

は
約
六
億

円
で
す
。
 

四
十
四

年
度
、
基

礎
調
査
か

ら
着
手
し

た
事
業
は

四
十
六
年

度
ま
で
に
 

「
都
市
計

画
街
路
」
 

で
あ
る
開

発
地
区
の
 
 

ほ
ぼ
中
央
を
南
北
に
通
る
巾
員

二
十
二
薪
の
環
状
一
号
線

（
 

一
、
三
、
 一
号
線
）
が
延
長
五

百
二
十
りM
に
わ
た
っ
て
新
設
さ

れ
ま
し
た
。
 

こ
の
環
状
一
号
線
は
「
田
川
 

ー
三
ッ
屋
線
」
と
し
て
、
将
来

既
設
の
国
道

「
一〇
一
号
線
」
 

に
対
す
る
バ
イ
パ
ス
道
路
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
ま

た
、
環
状
一
号
線
に
交
差
し
て

東
西
に
巾
員
十
六
排
ー
ニ
十
一
一
 

M
の
幹
線
道
路

（
二
、
二
、
ーハ

号
線
）
が
延
長
百
四
層
新
設
さ

れ
ま
し
た
。
 

こ
の
幹
線
道
路
は
「
漆
川
ー
 

岩
木
町
線
」
 と
し

て
市
街
地
 

（
五
能
線
と
立
体
交
差
）
と
結

ぶ
、
主
要
な
連
絡
路
に
な
り
ま

す
。
四
十
六
年
度
ま
で
は
、
ほ

か
に
幹
線
道
路
の
支
線
と
な
る

巾
員
六
ー
八
M
の
「
区
画
街
路
 

」
が
延
長
千
三
百
りM新
設
さ
れ

同
時
に
区
画
街
路
の
新
設
に
と

も
な
っ
て
家
屋
（
十
八
戸
）
 
の

移
転
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

四
年
目
の
四
十
七
年
度
は
、
 

幹
線
道
路
と
結
ぶ
支
線
の
区
画

街
路
の
新
設
と
、
家
屋
（
八
戸
 

）
 の
移
転
が
引
き
続
き
行
な
わ

れ
て
お
り
、
下
山
学
園
北
側
の

通
学
路
に
あ
る
「
旧
十
川
木
橋
 

」
 の
架
け
替
え
工
事
が
始
ま
り

ま
し
た
。
 

市
営
の
橋
梁
工
事
と
し
て
は

こ
れ
ま
で
の
最
大
規
模
の
も
の
 
 

で
、
巾
十
六
り
M、
長
さ
四
十
M
 

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
永
久
橋
と
し

て
完
成
の
予
定
で
す
。
 

事
業
全
体
の
現
在
の
進
捗
率

は
五
五
著
で
、
四
十
八
年
度
は

区
画
街
路
の
新
設
を
継
続
実
施

す
る
ほ
か
、
 「
幹線
水
路
」
 の

付
け
替
え
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
 

区
画
整
理
事
業
が
完
成
す
る

と
同
地
区
に
は
、
公
共
施
設
と

し
て
公
園
（
三
R
所
）
や
駐
車

場
も
併
設
し
、
国
鉄
五
所
川
原

駅
の
東
口
を
予
定
し
た
「
駅
前

広
場
」
も
完
成
し
、
整
然
と
区

画
さ
れ
た
新
市
街
地
が
誕
生
し

ま
す
。
 

稲

の
刈

取
は
適
期

に
 

お
米
の
品
質
を
高
め
て
、
こ

と
し
こ
そ
上
位
等
級
米
づ
く
り

に
努
力
し
ま
し
よ
う
。
 

四
十
七
年
産
の
本
県
産
米
の

で
き
ぐ
あ
い
（
品
質
、
食
味
）
 

が
ど
う
な
る
か
、
消
費
者
か
ら

き
び
し
く
見
つ
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
 

刈
取
が
お
く
れ
る
と
胴
割
米

茶
米
が
多
く
な
り
、
品
質
が
低

下
し
、
食
味

が
悪

く
な

り
ま

す
。
九
割
の
モ
、、

、が
黄
色
に
な

っ
た
と
き
が
刈
取
の
適
期
で
す

刈
取
後
は
掛
干
に
努
め
、
乾

燥
機
を
利
用
す
る
と
き
は
ム
ラ

な
く
適
度
に
乾
燥
し
ま
し
よ
う

地
干
し
ゃ
、
長
期
の
逆
立
て

は
や
め
ま
し
よ
う
。
 

五効γ駆煉部埋廿也区画麹耕進捗状況 

黒く准りつぶしてある運路は

こ水まで完成した区画慣語 



ん
に
嫁
ぎ
、
男

三
人
女
三
人
の

子
供
を
産
ん
だ

が
す
で
に
四
人

は
死
亡
し
て
、
 

い
ま
は
長
男
の

勝
美
さ
ん
（
六

九
歳
）
と
夫
人

の
操
さ
ん
（
六

四
）
 の
三
人
暮

ら
し
で
す
。
 

五
月
二
十
五

日
の
誕
生
日
に

は
、
東
京
に
い

る
長
女
の
キ
ヌ

さ
ん
（
七
七
歳
 

）
も
お
祝
い
に
 

居間で新聞を広げ、くつろぐひてさん 

日赤社員増強運動
目標を上廻る 

昭和47年度の日本赤十字社社員増強運動 

は、市で下表のとおり目標額を大きく上廻る 

ことができました。 

市民のご協力に感謝します。 

（日本赤十字社青森県支部五所川原地区） 

地区別 目 標額~ 実績額 達成率 

五所川原 806, 400 937, 960 116 3% 

七 	和 100,800 152, 600 151.4" 

長 	橋 96,600 175,940 182. 1" 

梅 	沢 44,800 61,700 137.7', 

栄 82,600 115, 100 139.3', 

松 	島 98,000 148,300 151.3" 

三 	好 82,600 159,900 193.6" 

飯 	詰 84,000 146,400 174.3" 

中 72,800 128,600 176.6" 

毘沙門 43,400 91, 100 209.9" 

法 	人 100, 0ご 0 

、 	計 1,512,000 2,217,600 146.7" 

生活環境パトロール本部 

住みよい 

環境づくりに 

でんわ⑤1414 

「
な
ん
で
も
食
っ
て
、
早
寝

早
起
き
が
、
 「
番
だ
シ
」
 

九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
 

」
ー
 
こ
の
日
の
話
題
に
ふ
さ

わ
し
く
、
満
百
歳
と
い
う
、
県

下

一
、
長
寿
を
全
う
し
て
い
る

真
藤

ひ
て
さ

ん
 
（
市内

羽
野

木
沢
）
 の
開

口
一
番
の
弁
で

す
。
 

朝
五
時
に
は
、
床
か
ら
起
き

出
し
、
早
め
の
タ
食
が
す
む
と

明
る
い
内
に
寝
る
の
が
、
ひ
て

さ
ん
の
最
近
の
日
課
で
す
。
昼

の
間
は
、
居
間
で
単
衣
を
着
て

新
聞
を
広
げ
た
り
、
テ
レ
ビ
を
 
 

楽
し
ん
で
、
ひ
と
り
で
留
守
番

を
す
る
元
気
さ
で
す
。
 

こ
と
し
の
春
に
、
フ
ロ
場
で

す
べ
っ
て
腰
を
痛
め
て
か
ら
外
 

・
歩
き
は
で
き
な
く
な
っ
た
が
、
 

顔
に
は
つ
や
も
あ
り
、
声
も
は

り
が
あ
っ
て
、
茶
腕
に
大
盛
り

の
食
膳
も
平
気
で
す
。
 

ひ
て
さ
ん
は
、
明
治
五
年
五

月
二
十
五
日
、
旧
飯
詰
村
の
神

宮
松
野
伝
（
つ
た
え
）
さ
ん
と

つ
ね
さ
ん
の
間
に
生
ま
れ
、
こ

と
し
五
月
二
十
五
日
、
満
百
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
ま
し
た
。
 

十
九
歳
で
、
真
藤

つ
と
む
さ
 
 

か
け
つ
け
、
ひ
て
さ
ん
を
喜
こ

ば
せ
ま
し
た
。
 

明
治
、
大
正
、
昭
和
の
」
民

に
わ
た
っ
て
一
世
紀
を
生
き
抜

い
て
き
た
ひ
て
さ
ん
は
、
三
十

九
歳
の
と
き
腸
チ
フ
ス
に
か
か

っ
た
だ
け
で
、
 「
の
ん
び
り
気

永
に
暮
ら
す
の
が
、
身
体

ッ
コ

さ

一
番
で
さ
ネ

…
」
と
そ
の
健

康
法
を
語
っ
て
い
ま
す
。
 

「
敬
老
の
日
」
を
前
に
九
日

に
は
、
ひ
て
さ
ん
に
県
知
事
や

田
中
総
理
大
臣
か
ら
長
寿
を
祝

う
顕
彰
状
と
銀
杯
が
贈
ら
れ
、
 

健
康
を
祝
し
あ
い
ま
し
た
。
 

1
出
稼
前
に

ー
‘J
 

r
健
康
診
断

を
L
 

県
と
市
で
は
「
安
全
で
明
る

い
」
出
か
せ
ぎ
の
実
現
の
た
め

就
労
前
の
健
康
診
断
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
 

後
半
は
九
月
十
九
、
二
十
、
 

二
十

一
日
の
三
日
間
と
ニ
十
六

一
一
十七
、
 一
一
十八
日

の
三
日

間
で
す
。
 

い
ず
れ
も
午
前
九
時
か
ら
正

午
ま
で
、
五
所
川
原
保
健
所
で

行
な
い
ま
す
。
 

検
診
は
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮

影
、
尿
検
査
、
血
圧
測
定

（
四

十
歳
以
上
）
で
す
。
 

一
 

り
ん
ご
の
 「
黒
星病
」
 

防
除
は
、
い
ま
ひ
と
ふ

ん
ば
り
で
す
。
も
う
一

度
園
地
の
総
点
検
を
行

な
い
ま
し
よ
う
。
 

市
営
住
宅
の
 

入
居

者
を
募
集
 

市
で
は
、
新
宮
団
地
に
建
設

し
て
い
る
市
営
住
宅
の
四
十
七

年
度
入
居
者
を
次
の
要
領
で
募

集
し
ま
す
。
 

募
集
す

る
の

は
、
 
一
種

一

般
住
宅

（
簡
易
耐
火
二
階
建
）
 

二
十
戸
、
二
種
母
子
住
宅

（
同

平
家
建
、
二
階
建
）
九
戸
、
一
一

種
老
人
住
宅

（
同
平
家
建
）
」ハ

戸
、
二
種
身
障
者
住
宅

（
同
平

家
建
、
ニ
階
建
）
六
戸
の
あ
わ

せ
て
四
十

一
戸
で
す
。
 

▽
募
集
期
間
 
九
月
十
八
日
 

（
月
）

ー
九
月
三
十
日
（
土
）
 

（
土
曜
日
の
午
後
、
日
曜
日
は

休
み
で
す
）
 

▽
入
居
予
定
日
 
十

一
月
一
一

十
日
（
予
定
）
 

▽
住
宅
使
用
料
 

一
般
市
営
住
宅
第

一
種
（
簡

二
階
建
）
五
千
三
百
円
予
定

特
定
目
的
住
宅
第
二
種

（
簡

二
階
建
）
四
千
三
百
円
予
定
（
 

簡
平
家
建
）
四
千
百
円
予
定

申
し
込
み
手
続
き
、
お
よ
び

入
居
資
格
な
ど
、
詳
し
く
は
市

窓
ロ
サ
ー
ビ
ス
課
住
宅
係
、
電

話
⑤
二
一
一
一
番
、
内
線
ニ
七

四
番
、
二
七
五
番
に
お
問
い
あ

わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

地
籍
調

査
の
成

果
縦
覧
 

市
で
は
、、
国
土
調
査
法
に
基

ず
き
、
四
十
五
年
度
に
実
施
し

た
中
川
地
区
の
「
地
籍
調
査
事

業
」
の
成
果
に
つ
い
て
、
九
月

十

一
日
（
月
）

ー
九
月
三
十
日
 

（
土
）
ま
で

縦
覧
し
 
て
い
ま

す
。
縦
覧
の
物
件
は
「
地
図
と

地
籍
簿
」
で
、
閲
覧
す
る
方
は

こ
の
期
間
内
に
市
農
林
課
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。
 

真
藤
ひ
て
さ
ん
（
羽野
木
沢
）
 

②
 
満
  一
〇
〇
歳
を
迎
え
る
 

9
日
 
田
中
総
理
か
ら
顕
彰
 

r
 

く
 



分散通学に終止符 

ー新設の中央小が落成― 

完戎した「三巾」の新増築校舎 

巨ト央小」の新校舎 

③
 

教
育
施
設
を
充
実
 

ク学
園
都
市

ク
（
前
進
 

小
、
中
三
校
が
落
成
、
着
工
 

ク
学
園
都
市
4

づ
く
り
を
す
す
め
て
い
る
市
は
、
四
十

七
年
度
か
ら
教
育
、
文
化
の
機
能
を
充
実
し
た

「
市
教
育

文
化
セ
ン
タ

ー
」
を
発
足
さ
せ
る
一
方
、
小
、
中
校
の
統

廃
合
を
す
す
め
て
い
ま
す
が
、
教
育
の
基
盤
と
な
る
小
、
 

中
学
校
の
整
備
が
着
々
す
す
み
、
七
和
中
と
長
橋
中
を
統

合
し
た

「
第
二
中
学
校
」
 の
新
校
舎
が
着
工
し
、
増
築
し

て
い
た

「
第
三
中

（
旧
栄
中
）
」
が
開
校
、
新
設
さ
れ
た
 

「
中央
小
」
 の
新
校
舎
が
落
成
し
ま
し
た
o
 

新
設
さ
れ

た
市
立
中
央

小
学
校

（
松

島
町
二
丁
目

九
四
番
地
、
 

新
谷
雄
蔵
校

長
、
在
校
生

四
二
六
人
）
 

の
新
校
舎
が

完
成
し
、
一
一

日
同
校
体
育

館
で
落
成
式

が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
 

同
校
は
、
 

総
工
費

一
億
三
千
二
百
二
十
八

万
円
で
、
さ
る
四
十
五
年
七
月

二
日
か
ら
建
設
し
て
い
た
も
の

で
、
新
校
舎
は
総
建
て
面
積
一
一

千
三
百
八
十
七
・
四
五
平
方
層

鉄
筋

コ
ン
 ク
リ
J
ー
ト
三
階
建

て
（
体
育
館
五
百
五
十
四
平
方
 

十
三
の
普
通
教
室
と
五
つ
の

特
別
教
室
が
完
成
し
、
そ
れ
ま

で
南
小
学
校
と
松
島
小
学
校
「
～
 

分
散
通
学
し
て
い
た
松
島
町

（
 

一
部
吹
畑
字
藤
巻
も
含
む
）
の

児
童
、
生
徒
は
さ
る
六
月
一
日

か
ら
新
校
舎
に
移
り
ま
し
た
。
 

二
日
行
な
わ
れ
た
落
成
式
に

・

は
、
児
童
、
生
徒
の
ほ
か
、
父

兄
や
来
賓
多
数
が
出
席
し
、
佐

々
木
市
長
か
ら
式
辞
が
あ
っ
た

あ
と
、
新
し
い
校
歌
が
披
露
さ

れ
、
新
校
舎
の
落
成
を
祝
い
あ
 

二
教
室
、
あ
わ
せ
て
四
つ
の
特

別
教
室
と
二
つ
の
普
通
教
室
が

完
成
し
、
旧
校
舎
の
普
通
十
教

室
、
図
書
、
保
健
の
各

一
教
室

と
あ
わ
せ
十
八
教
室
に
ふ
え
ま

し
た
。
 

開
校
し
た
第
三
中
学
校
は
、
 

旧
栄
中
学
校
の
こ
れ
ま
で
の
通

学
区
域
に
、
町
村
合
併
に
よ
っ

て
町
立
鶴
田
中
学
校
、
梅
沢
校

舎
に
通
っ
て
い
た
梅
田
（
上
下
 

）
中
泉
部
落
の
生
徒
八
十
六
人

が
こ
と
し
四
月
一
日
か
ら
新
た

に
編
入
さ
れ
、
現
在
全
在
校
生

は
男
子
百
七
十
三
人
、
女
子
一
一

百
十
三
人
の
計
三
百
八
十
六
人
 
 

と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

ー
 

旧
長
橋
、
 

七
和
両
中
学

校
を
統
合
し

て
創
立
さ
れ

た
市
立
第
一
一

中
学
校
（
川

浪
豊
登
校
長

在
校
生
四
」
1
 

一
一
人）
 
の
新

校
舎
の
建
設

工
事
が
こ
の
 

F
l一
ど
着
工
し

ま
し
た
。
 

同
校
は
、
旧
長
橋
中
学
校
（
 

在
校
生
一
九
二
人
）
と
旧
七
和

中
学
校
（
同
二
四
〇
人
）
を
統

合
し
て
市
内
豊
成
（
字
田
子
の

浦
三
八
ー
三
番
地
）
に
一
億
六

千
五
百
五
十
万
円
の
工
費
で
建

設
す
る
も
の
で
、
昭
和
四
十
九

年
六
月
下
旬
に
完
成
す
る
予
定

で
す
。
 

敷
き
地
の
整
地
が
終
っ
て
、
 

現
在
ク
イ
打
ち
の
基
礎
工
事
が

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
新
校

舎
は
総
建
て
面
積
三
千
五
百
十

ヒ

・
ヒ
六
平
方
揖
の
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
 （
一
部
鉄
骨
）
二
階

建
て
で
、
体
育
館
も
併
行
し
て

建
設
さ
れ
ま
す
。
 

岡
新
校
舎
は
、
 「
教
科
教
室
型
 

」
と
い
う
教
科
、
科
目
別
の
性

格
を
じ
ゆ
う
ぶ
ん
生
か
し
た
市

内
で
は
初
め
て
の
校
舎
で
、
普

通
教
室
と
名
の
つ
く
教
室
は
ひ

と
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
 一
階
の

理
科
室
（
二
室
）
家
庭
科
（
一
一

室
）
を
は
じ
め
、
視
聴
覚
室
、
 

国
語
、
特
殊
（
各

一
室
）
 
に
、
 

二
階
は
英
語
、
数
学
、
国
語
、
 

社
会

（
各
二
室
）
ゃ
音
楽
、
図

工

（
各
一
室
）
と
す
べ
て
教
科

単
位
の
教
室
（
計
十
七
教
室
）
 

が
完
成
し
ま
す
。
 

市
立
第
三
中
学
校
（
広
田
字

藤
浦
一
〇
五
ー

一
番
地
、
土
岐

冨
造
校
長
、
在
校
生
三
八
六
人
 

）
 の
新
増
築
校
舎
が
完
成
し
、
 

九
日
同
校
体
育
館
で
開
校
式
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

増
築
校
舎
は
、
四
十
六
年
十

一
月
二
日
か
ら
工
費
三
千
六
百

八
十
四
万
円
で
、
旧
校
舎
の
西

側
に
隣
接
し
て
建
設
し
た
も
つ

で
総
建
て
面
積
八
百
四
十
三
・

二
一
平
方
M

の
鉄
筋

コ
ン
ク
り
 

ー
ト
三
階
建
て
で
す
。
 

一
階
が
美
術
、
技
術
の
二
教

室
、
二
階
が
普
通
、
理
科
の
一
一

教
室
、
三
階
が
家
庭
、
u
日通
の
 

督
）
で
す
。
 

い
ま
し
た
っ
 

1
第
三
中

学
校
 

一
 

一
 

増
築
完
成

L
 

すべて「教科別」教室 

	第ニ中学校着工― 

工した「二巾」の基礎工事 



とに．・冨」をニョ．二ご 

月21日～10月 1 日ー‘ 
.」」〒りi言こ 

秋の全国交通安全運動叱 
郵り鼻ら輪 ，“ 
二＃珊~．一 一 一 ー 

l」「ミど子世謎老太更事故 

▽上映映画 

カラースニコープ 

「片足の工ース」 （野球映 

9 月の明日を開く

映画の会 

家族みんなで楽しみ、ため

になる映画で十。入場は無

料です． 

▽と き  9月16日 （土） 

午後2時～4時まで 

vところ 市民文化会館ホ 

( 

ーノレ 

画） 

市政ダイヤル 

その日の 

行事や予定は 

でんわ⑤ 4321 

す
。
疲
れ
て
い
る
と
き
は
運
転

を
や
め
、
眠
気
の
あ
る
と
き
は

休
憩
し
て
疲
れ
を
と
っ
て
か
ら
 

（
ン
ド
ル
を
握
り
ま
し
よ
う

〇
飲
酒
運
転
は
も
ち
ろ
ん
、
 

無
理
な
追
い
越
し
は
事
故
の
も

と
で
す
。
対
向
車
と
の
距
離
、
 

前
車
に
注
意
し
、
安
全
を
た
し

か
め
て
か
ら
追
い
越
し
し
ま
し
 

よ
A
ノ
 

▽
自
転
車
 

〇
夜
間
は
、
必
ら
ず
ラ
イ
ト

を
つ
け
、
車
の
運
転
者
か
ら
確

認
さ
れ
る
．よ
う
反
射
テ
ー
プ
を

装
着
し
ま
し
よ
う
 

〇
右
折
や
左
折
す
る
と
き
は

三
十
M
手
前
で
合
図
し
て
曲
が

り
ま
し
よ
う
 

〇
酔
っ
払
っ
て
自
転
車
に
は

乗
ら
な
い
こ
と
に
し
ま
し
よ
う
 

▽
歩
行
者
 

〇
幼
児
の
ひ
と
り
歩
き
や
、
 

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
は

九
月
二
十
一
百
（
金
）
か
ら
十

月
一
日
 
（
日）
 ま
で
の
十
日
間

に
わ
た
っ
て
全
国
い
っ
せ
い
に

行
な
わ
れ
ま
す
。
 

運
動
の
重
点
は
「
こ
ど
も
と

お
と
し
よ
り
の
事
故
防
止
」
で

す
。
市
民
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
 

市
内
の
交
通
事
故
は
、
九
月

六
日

現
在

一
三
六
件
で
、

死
 

五
所
川
原
交

通
指
導
隊

（小

山
内
有
義
隊
長
 

）
は
、
市
を
は

じ
め
篤
志
家
の

協
力
で
、
こ
の

ほ
ど
交
通
指
導

車
を
購
入
し
、
 

さ
っ
そ
く
安
全
 

．ハ
ト

ロ
ー
ル

に
 

活
躍
し
て
い
ま

す
。
 

こ
と
に
、
八
 
 

危
険
な
道
路
遊
び
は
さ
せ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
よ
う
 

〇
夜
間
の
道
路
横
断
は
、
車

に
注
意
し
、
安
全
を
た
し
か
め

て
か
ら
横
断
し
ま
し
ょ
う
。
近

く
に
横
断
歩
道
が
あ
る
場
合
は

必
ら
ず
横
断
歩
道
を
渡
り
ま
し

よ
Aノ
 

〇
酔
っ
払
っ
て
道
路
を
ふ
ら

つ
い
て
歩
く
こ
と
は
や
め
ま
し

よ
Aノ
 

者
三
人
、
傷
者
二
八
五
人
で
昨

年
に
比
べ
る
と
件
数
で
三
十
件
 

（
死者
二
人
、
傷
者
三
九
人
）
 

と
減
っ
て
お
り
ま
す
。
 

市
民
み
ん
な
が
運
動
に
参
加

す
る
意
識
を
持
っ
で
、
秋
の
交

通
安
全
運
動
を
盛
り
上
げ
、
こ

れ
を
契
機
に
こ
と
し
こ
そ
は
、
 

市
内
の
交
通
事
故
を
大
巾
に
減

少
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。
 

（
五
所川
原
警
察
署
）
 

月
の
夏
ま
つ
り
に
は
交
通
の
整

理
、
誘
導
な
ど
、
明
る
く
楽
し

い
夏
ま
つ
り
の
カ
ゲ
の
力
と
し

て
活
躍
し
、
好
評
で
し
た
。
 

看
護
婦
、

准
看
護

婦
お

よ
び
助
産
婦

を
募
集
 

市
市
西
北
中
央
病
院
で
は
次

の
要
領
で
募
集
し
て

お
り

ま

す
。
 

v
募
集
人
員
 
若
干
名
（
時

間
パ
ー
ト
で
も
よ
い
）
 

▽
資
格
 
免
許
所
持
者
 

▽
手
続
 
履
歴
書
二
部
（
写

真
添
付
）
免
許
証

（
写
）
二
部

持
参
、
ま
た
は
郵
送
の
こ
と
。
 

面
接
日
は
、
後
日
連
絡
し
ま

す
。
 

な
お
詳
し
く
は
、
市
立
西
北

中
央
病
院
、
管
理
課
（
電
話
⑤
 

三
一

一
一
番
）
 
にお
問
い
あ
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 

N
H
K
の
ど
自
慢
放
 

送
は

1
0月
ー
日

に
 

「
N
H
K
の
ど
自
慢
」
 は
、
 

九
月
十
日

（
日
曜
日
）
、
県
立

五
所
川
原
工
業
高
校
体
育
館
で

公
開
録
画
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ

の
も
よ
う
を
総
合
テ
レ
ビ
で
全

国
放
送
す
る
日
程
が
十
月
一
日
 

（
日
曜
日
）
午
後
零
時
十
五
分

か
ら
、
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
 

野
外
植
物
 

に

親
し

も
う
 

第
八
回

「
市
民
野
外
植
物
に

親
し
む
会
」
 は
、
九
月
二
十
日
 

（水
）
午
後
五
時
か
ら
岩
木
州

原
で
行
な
い
ま
す
。
 

参
加
さ
れ
る
人
は
、
メ
モ
帳

を
準
備
し
、
乾
橋
下
に
お
集
ま

り
く
だ
さ
い
．
雨
天
の
と
き
で

も
行
な
い
ま
す
。
 

〇
 

〇
 

コ
交
通
安
全
の

ー
一

一ー
家
族
対
話
を
ー
一
 

市
消
防
本
部
交
通
防
災
対
策

室
は
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
期
間
中
と
く
に
 
「
交
通安
全

の
家
族
対
話
」
の
実
施
を
す
す

め
て
い
る
ほ
か
車
の
運
転
者
、
 

自
転
車
乗
り
、
歩
行
者
に
は
次

の
こ
と
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
 

▽
運
転

者
 

〇
始
業
の
点
検
を
励
行
す
る

と
と
も
に
、
道
路
の
状
態
に
よ

り
速
度
を
加
減
し
ま
し
よ
う

〇
過
労
運
転
は
、
居
眠
り
を

招
き
、
事
故
の
原
因
に
な
り
ま
 

活躍する 「交通指導車」 
「
ー
事
故
防
止
に
 

ー
 

ー
 

み
な
さ
ん
の
協
力
を

ー
 

事
故
防
止
に
活
躍
す
る
 

交
通
指
導
車
 



心乳児健康診断、のお知らせ

乳児の正しい育児方法を指導して、乳児死

亡の減少をはかるため健康年金課では医師、 

保健所の協力で該当する乳児全部の健康診断

を次の日程で行ないます。 

▽該当乳児 昭和46年4月1日～昭和47年3月 

31日までに生まれた赤ちやん 

▽料金 無料です 

期 	日 場所 受付時間 町名及び地区名 

9
 
月
 
2
 
 
「
〈
く
日
水
 
、

J
  

中 央 
公民館 

午後1時 
~2時30分 五小学区 

9月28日 
（木） 

ク ク 南小学区 

9月29日 
（金） 

'I ク 松島、湊、新宮、十
川、平和各団地 

0
  

(
‘
〕
ノ
ー
  

月
 
、
、

ノ
 

日
火
 

ク ク 栄地区、中川地区、 
長橋地区、飯詰地区 

10月4H
(4
()  ク ク 松島、七和、梅沢、 

毘沙門二三好各地区 
※五小学区は五所川原小弓 

南小学区は南小学校通‘ 
巨校通学区域 
r区域 

出

ォ
ぎ
先

の
困
り
ご
 

と
は
 
出

稼
援
護
相
談
所
へ
 

⑤ 

全
国
の
主
な
都
市
に
「
出
稼

援
護
相
談
所
」
が
あ
る
の
を
ご

存
知
で
す
か
。
出
か
せ
ぎ
先
で

困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
相

談
、

ま
た
は
ご
利

用
で
き

ま

す
。
 「
出
稼
援
護
相
談
所
」
に

は
、
次
の
よ
う
な
設
備
を
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
 

〇
宿
泊
室
、
休
息
室
 

こ
れ
ら
の
設
備
は
、
出
か
せ

ぎ
の
方
が
就
労
の
と
き
、
あ
る

い
は
留
守
家
族
の
方
が
面
会
に

き
た
と
き
、
ほ
か
に
適
当
な
宿

泊
す
る
場
所
が
な
く
お
困
り
の

方
が
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
汽

車
時
間
の
お
待
ち
あ
わ
せ
な
ど

に
も
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
 

〇
利
用
で
き
る
方
は
 

「
出
稼
労
働
者
手
帳
」
を
お

持
ち
に
な
っ
て
い
る
方
と
、
そ

の
家
族
の
方
で
す
。
 

出
稼
労
働
者
手
張
は
、
五
所

川
原
公
共
職
業
安
定
所
と
市
商

工
観
光
課
出
稼
対
策
室
で
交
付
 

片

親
の

子
に

と
 

衣

類

を
預
託
 

松
島
町
五
丁
目
町
内
会
婦
人

部
（
代
表
小
田
桐
な
み
子
さ
ん
 

）
は
、
こ
の
ほ
ど
片
親
の
家
庭

の
こ
ど
も
達
に
、
と
県
善
意
銀

行
五
所
川
原
支
店
に
衣
類
二
百

点
を
預
託
し
ま
し
た
。
 
 

し
て
お
り
ま
す
。
出
か
せ
ぎ
に

お
い
で
に
な
る
と
き
は
、
必
ず

こ
の
出
稼
労
働
者
手
張
の
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
 

〇
利
用
料
 

宿
泊
料
二
〇
〇
円
、
休
息
一
一

〇
円
（
た
だ
し
個
室
使
用
の
場

合
）
、
冬
期
は
、
暖
房
費
実
費

▽
札
幌
出
稼
援
護
相
談
所

札
幌
市
北
九
条
西
三
丁
目
四

番
地
一
（
電
話
、
札
幌
七
三

一
 

い
ま
は
、
か
け
金
を
き
ち
ん

と
納
め
て
い
る
け
ど
、
む
か
し

の
か
け
金
を
免
除
し
て
も
ら
っ

た
人
は
い
ま
せ
ん
か
。
 

い
ざ
、
年
金
を
受
け
る
と
き

免
除
を
受
け
た
分
だ
け
年
金
が

少
な
く
な
り
ま
す
か
ら
注
意
が

肝
心
で
す
。
 

国
民
年
金
で
は
、
生
活
が
苦

し
く
て
か
け
金
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
な
い
人
に
は
、
そ
の
間

の
か
け
金
を
免
除
す
る
仕
組
み

に
な
っ
て
お
り
、
免
除
を
受
け

た
分
は
あ
と
で
、
さ
か
の
ぼ
っ

て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

こ
れ
は
ク
追
納

4
と
い
っ
て

十
年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
で
 
 

ー
三
二
七
七
番
）
 

▽
東
京
出
稼
援
護
相
談
所

東
京
都
台
東
区
上
野
東
三
の

一
四

（
電
話
、東
京
八
三
一
ー
 

五
八
八
七
番
、
五
八
九
六
番
）
 

▽
名
古
屋
出
稼
援
護
相
談
所

名
古
屋
市
中
村
区
弥
宣
町
三

丁
目
三

（
電
話
、名
古
屋
五
八

一
ー
七
〇
一
八
番
）
 

▽
大
阪
出
稼
援
護
相
談
所

大
阪
市
北
区
兎
我
野
九
三

（
 

電
話
、
大
阪
三

一
一
T

一
八
五

九
番
、
三
一
一
四
番
）
 

▽
横
浜
出
稼
援
護
相
談
所

横
浜
市
神

奈
川
区
台
町
六

五
 
（
電
話〇
四
五
 
（
三
一
一
）
 

六

一
一
七
番
）
 

き
ま
す
が
、
十
年
を
過
ぎ
た
分

は
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
 

免
除
を
受
け
た
ま
ま
に
し
て

お
き
ま
す
と
年
金
額
が
三
分
の

一
に
な
り
、
将
来
の
生
活
設
計

に
困
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
生

活
に
少
し
で

も
余

裕
が
で
き

ま
し
た
ら
、
期
限
切
れ
に
な
ら

な
い
う
ち
に
追
納
し
、
高
い
年

金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
 

追
納
す
る
と
き
、
ま
た
は
年

金
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
健
康
年
金
課
国
民
年

金
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

郵

便
貯
金
婦

人
モ
 

ニ
タ

ー

に
木
村
さ
ん
 

郵
政
省
が
募
集
し
て
い
た
、
 

四
十
七
年
度
「
郵
便
貯
金
モ
ニ

タ
ー
」
に
、
市
内
松
島
町
二
丁

目
8
8、
木
村
美
智
子
さ
ん
が
市

内
で
た
だ
ひ
と
り
委
嘱
さ
れ
、
 

こ
の
ほ
ど
五
所
川
原
郵
便
局
で

委
嘱
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
 

木
村
さ
ん
は
、
 一
年
間
み
な

さ
ん
の
代
弁
者
と
し
て
郵
便
局

の
あ
り
方
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
全

般
に
つ
い
て
、
苦
情
や
意
見
を

述
べ
て
ゆ
き
ま
す
。
 

国
民

年

金
組
合
の
 

代

表

者
研

修
会
 

国
民
年
金
納
入
組
織
組
合
の
 
 

代
表
者
研
修
会
が
九
月
十
六
日
 

（
土
）午
前
十
時
か
ら
市
民
文

化
会
館
で
開
か
れ
ま
す
。
 

当
市
の
国
民
年
金
事
業
の
促

進
を
図
る
た
め
県
国
民
年
金
課

長
ら
関
係
者
を
招
き
国
民
年
金

の
免
除
の
適
正
化
、
所
得
比
例

お
よ
び
若
年
者
の
加
入
促
進
、
 

組
織
の
強
化
、
百
％
検
認
率
の

促
進
、
な
ど
に
つ
い
て
討
議
し

ま
す
。
 

狂
犬
病
予
防
 

注
射
の
お

知
ら

せ
 

四
十
七
年
度
の
秋
の
狂
犬
病

予
防
注
射
は
十
月
二
日
（
月
）
 

か
ら
同
六
日

（
金
）
 ま
で
の
五

日
間
と
、
同
月
十
九
日
（
木
）
 

か
ら
二
十
四
（
火
）
ま
で
の
一
一

回
に
分
け
て
行
な
わ
れ
ま
す
。
 

日
時
や
場
所
に
つ
い
て
は
、
 

個
々
に
通
知
さ
れ
ま
す
が
、
当

日
は
飼
い
犬
の
登
録
も
同
時
に

行
な
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
登
録

を
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
 

い
。
 

健
康
診
断
の
 

お
知
ら

せ
 

健
康
年
金
課
で
は
、
北
郡
医

師
会
の
協
力
で

「
無
料
健
康
診

断
」
を
次
の
日
程
で
行
な
い
ま

す
。
 

秋
の
農
繁
期
を
前
に
、
家
族

そ
ろ
っ
て
、
診
断
を
受
け
ま
し

よ
う
。
診
料
科
目
は
、
内
科
関

係
で
す
が
当
日
は
保
健
証
を
ご

持
参
願
い
ま
す
。
 

▽
九
月
十
五
日

（
金
）
午
後

一
時
か
ら
三
時
ま
で
、
中
泉
集

会
所
、
中
川
支
所
、
藻
川
小
学

校
 ▽

九
月
十
七
日

（
日
）
午
後

！
一
時
か
ら
三
時
ま
で
、
共
栄
集

会
所
、

石
田
坂
集

会
所
、

興

隆
、
、朝
日
集
会
所
 

4
7年
産
「

水
稲

種
モ
 

III
」
の
注

文
受
付
 

九
月
三
十
日
ま
で
に
農
協
登

録
の
農
家
の
方
は
各
農
協
へ
、
 

商
人

登
録

の
農
家

の
方

は
市

農
林
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
 

掛
金

は
早
目
に
 

国
民
年
金
の
動
き
②
 



麟
麟
麟
 

▽
イ
ヌ
タ

デ
 
（
タ
デ
科
 

）
 
。
 津

軽
地
方
で
は
ァ
ガ
マ
 （
 

赤
飯
の
こ
と
）
と
呼
ん
で
い
 

す
。
こ
れ
と
よ
く
似
た
仲
間

に
オ
ォ
イ
ヌ
タ
デ
が
あ
り
い

つ
し
よ
に
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
イ
ヌ
タ
デ
の
種
子

は
ソ
バ
の
種
子
の
よ
う
に
三

角
形
を
し
て
ふ
く
ら
ん
で
い

て
、
オ
オ
イ
ヌ
タ
デ
の
そ
れ

は
平
べ
っ
た
く
て
レ
ン
ズ
状
 

▽
コ
プ
ナ
グ
サ

（
イ
ネ
科
 

）
 
。
  和

名
は
「
小
鮒
草
」
で
葉

の
形
が
小
さ
い
鮒

（
ふ
な
）
 

を
思
わ
せ
る
と
こ
ろ
に
由
来

し
て
い
ま
す
。
こ
の
草
は
姿

が
か
れ
ん
で
あ
る
ば
か
り
で

な
く
、
黄
花
の
染
料
を
と
り
 

て
、
こ
ど
も

た
ち
の
ま
ま

ご
と
遊
び
に

使
わ
れ
て
い
 

津
軽

フ
ラ

ワ
ー
セ
ン

タ
ー
 

(
9
月
中
旬

1
9
月
下
旬

）
 

ク
黄
八
丈

4
 

を
つ
く
る
の

に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
 

ま
す
の
で
、
誰
れ
で
も
知
っ

て
い
る
草
で
す
。
 

花
穂
が
紅
色
で
澄
ん
だ
秋

空
と
よ
く
調
和
し
、
見
る
人

の
心
を
な
ご
ま
せ
て
く
れ
ま
 

で
す
の
‘
で区
別
で
き
ま
す
。
 

両
種
と
も
一
年
草
で
、
路

傍
に
普
通
に
見
ら
れ
、
和
名

は
「
犬
タ
デ
」
で
本
物
で
な

い
タ
デ
と
い
う
意
味
で
す
。
 

有
名
な
草
で
す
。
田
の
あ
ぜ

や
野
原
に
普
通
に
み
る
こ
と

の
で
き
る
一
年
草
で
す
。
 

〇
 

シ
ン

ナ
ー
、
ボ

ン
ド
 

⑥
 
吸
う
と

罰
せ
ら

れ

ま
す
 

『家
庭

の
日

』
を
テ
ー
マ
の
 

写
真

作
文
論
文

募
集
 

青
少
年
に
よ
る
シ
ン
ナ
ー
や

ボ
ン
ド
な
ど
の
乱
用
、
ま
た
は

過
激
学
生
に
よ
る
爆
発
物
の
使

用
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
八
月
一
日
か
ら
こ
れ
ら

を
規
制
す
る
「
毒
物
及
び
劇
物

取
締
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
等
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
 

興
奮
、
幻
覚
ま
た
は
麻
酔
の
作

用
を
す
る
酢
酸
ェ
チ
ル
、

ト
ル

エ
ン
、
ま
た
は
メ
タ
ノ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
を
含
む
シ
ン
ナ
ー
お

よ
び
接
着
剤
を
や
た
ら
に
摂
取

し
、
ま
た
は
吸
入
し
て
、
こ
れ

ら
の
目
的
で
所
持
す
る
こ
と
が

禁
止
さ
れ
ま
し
た
。
 （
違
反
者

は
三
万
円
以
下
の
罰
金
で
す
）
 

不
正
に
使
用
さ
れ
る
目
的
を

知
っ
て
、
こ
れ
ら
を
販
売
、
授

与
し
た
者
は
二
年
以
下
の
懲
役

ま
た
は
五
万
円
以
下
の
罰
金
を

受
け
ま
す
。
 （
併
科
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
）
 

酢
酸

ェ
チ
ル
、
ト
ル
エ
ン
の

原
体
を
販
売
す
る
者
は
、
昭
和

四
十
八
年
一
月
一
日
か
ら
毒
物

及
び
劇
物
販
売
業
の
登
録
を
受

け
な
け
れ
ば
販
売
で
き
ま
せ
ん
 

（
た
だ
し
酢
酸

ェ
チ
ル
、
ト

ル
ユ
ン
、
ま
た
は
メ
タ
ノ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
を
含
む
シ
ン
ナ

ー
 A

 

接
着
剤
の
販
売
は
登
録
を
受
け

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）
 

ほ
か
に
引
火
、
発
火
性
ま
た

は
爆
発
性
の
あ
る
塩
素
酸
塩
類

ナ
ト
リ
ウ
ム
お
よ
び
ピ
ク
リ
ン

酸
を
業
務
、
そ
の
ほ
か
正
当
な

理
由
に
よ
る
こ
と
な
く
所
持
す

る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
、
不
正
に

使
用
さ
れ
る
こ
b
を
知
っ
て
販

売
授
与
し
た
者
も
罰
せ
ら
れ
る

な
ど
が
主
な
改
正
点
で
す
。
 

詳
し
く
は
、
県
医
務
薬
務
課

薬
務
監
視
班
（
電
話
⑩
一
一
一
 

「
家
庭
の
日
」
を
題
材
と
し

た
写
真
、
作
文
、
論
文
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
 

写
真
 

▽
テ

ー
マ
 「
わ
が
家
の
家
庭

の
日
」
 

▽
規
格
 

一
枚
写
真
（
カ
ーフ
 

ー
プ
リ
ン
ト
、
白
黒
各
キ
ヤ
ビ

ネ
版
）
 

▽
応
募
方
法
 
住
所
、
勤
務

先
（
学
校
名
、
学
年
）
氏
名
、
 

年
令
を
写
真
の
裏
又
は
別
紙
に

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
 
 

の
わ
た
し
の
提
案
」
 

▽
募
集
期
限
 
十
一
月
三
十

日
 ▽

応
募
資
格
 
作
文
は
十
六

歳
未
満
、
論
文
は
二
十
六
歳
未

満
の
人
 

V
宛
先
 
市
内
岩
木
町
十
一
一

市
教
育
委
員
会
「
太
陽
と
雪
の

課
」
 習

字
、

絵
画
の
 

作
品
を
募
集
 

…
国
民
年
金
展

・
・
・
 

県
と
県
国
民
年
金
協
会
で
は

こ
と
し
も
国
民
年
金
展
を
開
催

す
る
こ
と
に
な
り
、
小
、
中
学

校
の
児
童
、
生
徒
の
習
字
、
絵

画
の
作
品
を
募
集
し

て
い

ま

す
。
 

国
民
年
金
展
は
こ
と
し
で
八

回
目
に
な
り
ま
す
が
、
昨
年
は

県
内
各
地
区
か
ら
約
八
千
点
の

応
募
が
あ
り
、
年
金
展

へ
の
認

識
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
 

優
秀
作
品
に
対
し
て
は
、
県

知
事
賞
お
ょ
び
年
金
協
会
理
事

長
賞
と
賞
状
、
記
念
品
が
そ
れ

ぞ
れ
贈
ら
れ
ま
す
。
 

締
め
切
り
は
、
九
月
二
十
日
 

（
水
）
 と
な
っ
て
い
ま
す
の
で

各
学
校
を
通
し
て
ど
し
ど
し
ご

応
募
く
だ
さ
い
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
小
、
中
学

校
お
ょ
び
市
健
康
年
金
課
国
民

年
金

係
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
 

、
 
。
 

▽
 

△
 

航
空

学

生

募
集
 

ク
若
人
の
夢
を
大
空
に

4
将
来
を
パ
イ
ロ
 
ツ
トの
道
に

か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

資
格

廿
高
校
三
年
生
ー
高
校
卒
二
〇
才
ま
で
受
験
で
き
ま

す
。
 

給
料
廿
一
年
目

（
士
長）
四
五
、
O
〇
〇
円
 
十
九
才

三
年
目
（
二
曹
）
五
五
、
〇
〇
〇
円
二
十

一
才

六
年
目

（
三
尉
）
八
五
、
〇
〇
〇
円
二
十
四
才

八
年
目
 
（
二
尉
〕
九
三
、
七
〇
〇
円
二
十
六
才
 

・

ボ
ー
ナ
ス
年
三
回
、
四
、
七
ケ
月
分
、
そ
の
他
手
当
あ
り
 

・

幹
部
に
な
る
ま
で
は
衣
食
住
支
給
し
ま
す
。
 

・

民
間
航
空
に
転
職
し
て
日
本
の
空
を
飛
ん
で
い
ま
す
。
 

自
衛
隊
出
身
の
パ
イ
ロ
 
ッ
トも
た
く
さ
ん
お
り
ま
す
。
 

案
内
、
申
込
は
、
窓
ロ
サ
ー
ビ
ス
課
⑤
二
一
一
一
番
（
代
表
）
 

又
は
自
衛
隊
五
所
川
原
募
集
事
務
所
⑤
二
三
〇
五
番
 

一
、

内
線
四
一
八
番
）
 
にお
問

い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

▽
慕
集
期
限
 
九
月
二
十
日

▽
発
表
 
九
月
下
旬
 

作
文
、
論
文
 

▽
規
定
 

一
人
一
点
 
作
文

は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
五
枚
以

内
論
文
は
十
枚
以
内
。
万
年
筆

ペ
ン
の
縦
書
き
と
し
、
住
所
、
 

氏
名
、
性
別
、
勤
務
先
、
生
年

月
日
を
作
品
の
頭
書
に
書
い
て

く
だ
さ
い
。
 

▽
テ
ー
マ
 
作
文
「
こ
ん
な

社
会
を
つ
く
り
た
い
」
 

論
文

「
社
会
参加
に
つ
い
て
 

r
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